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3次元反ド・ジッター空間 (anti-de Sitter space) H2,1は負定曲率を持つ
ローレンツ多様体であり，3次元双曲空間H3のローレンツ幾何における類
似物となっている．この反ド・ジッター空間は 3次元双曲幾何と類似の幾何
が成り立つ場として，また 2次元双曲幾何に新たな道具を提供する場として，
近年盛んに研究されている．その先導的な研究としては，Mess [3]（preprint
は 1990年）によるサーストンの地震変形定理の反ド・ジッター空間を用いた
別証明や，Aiyama–Akutagawa–Wan [1]からBonsante-Schlenker [2]に至る，
H2,1内の空間的極大曲面とH2から自分自身への極小ラグランジアン写像の
対応などが挙げられる．
さてH2,1はPSL(2,R) ∼= SO0(2, 1)をモデルに持つが，その一般化として

PSL(2,C) ∼= SO0(3, 1)の幾何を考えて見たい．すなわち SL(2,C)を実リー
群とみなし，キリング形式で両側不変な計量を入れると，(3, 3)型の擬リー
マン多様体となる．この空間は定曲率ではないが，その中に全測地的部分多
様体として 3次元双曲空間H3や 3次元球面 S3（の計量を−1倍したもの），
反ド・ジッターH2,1やド・ジッター空間 S2,1（の計量を−1倍したもの）な
どを含む．
本講演では，この SL(2,C)の幾何の基本的な性質（等長変換群，全測地

的部分多様体，理想境界など）を述べた後，反ド・ジッター空間H2,1の理論
のアナロジーについて考えていることをお話ししたい．
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